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１
．
ガ
バ
ナ
ン
ス

と
は

　
ガ
バ
ナ
ン
ス
（G

overn

an
ce

）
と
い
う
言
葉
を
目

に
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の

対
象
と
す
る
領
域
に
よ
っ

て
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ

ナ
ン
ス
、
グ
ル
ー
プ
・
ガ
バ

ナ
ン
ス
、
Ｉ
Ｔ
ガ
バ
ナ
ン
ス

な
ど
と
さ
ま
ざ
ま
に
使
わ
れ

て
い
る
。
一
般
に
統
治
（
組

織
を
ま
と
め
て
治
め
る
）
と

訳
さ
れ
て
い
る
。

　
ガ
バ
メ
ン
ト
（G

overn

m
en
t

）
は
、
例
え
ば
、
政

府
が
上
の
立
場
か
ら
行
う
法

的
拘
束
力
の
あ
る
統
治
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
の
に
対
し
、
ガ

バ
ナ
ン
ス
は
、
組
織
や
社
会

に
関
与
す
る
メ
ン
バ
ー
が
主

体
的
に
働
き
掛
け
、
意
思
決

定
を
し
た
り
、
合
意
形
成
を

し
た
り
す
る
シ
ス
テ
ム
の
こ

と
で
あ
る
。
株
式
会
社
に
お

い
て
は
、
株
主
総
会
に
お
い

て
役
員
の
選
任
・
解
任
権
を

行
使
す
る
と
い
っ
た
組
織
型

ア
プ
ロ
ー
チ
や
、
株
価
を
通

じ
て
経
営
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
か
け
る
と
い
っ
た
市
場
型

ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
と
、
経

営
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与

え
、
自
己
統
治
さ
せ
る
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
か

ら
成
っ
て
い
る
。
取
締
役
会

が
承
認
し
た
リ
ス
ク
ア
ペ
タ

イ
ト
（R

isk appetite

：
リ
ス
ク
選
好
と
訳
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
。
内
容
は
後

述
）
に
基
づ
く
業
務
執
行
が

な
さ
れ
て
い
る
か
を
監
査
委

員
会
が
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
た

り
、
経
営
報
酬
が
リ
ス
ク
と

リ
タ
ー
ン
の
関
係
で
適
切
な

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
っ
て

い
る
か
検
討
し
た
り
す
る
な

ど
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
Ｅ
Ｒ
Ｍ

の
関
連
は
深
い
。

２
．
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス

論
議
の
歴
史

　
こ
れ
ま
で
企
業
の
破
綻
や

不
透
明
な
財
務
報
告
の
問
題

が
発
生
す
る
た
び
に
、
ガ
バ

ナ
ン
ス
が
検
証
さ
れ
て
き

た
。
こ
れ
ら
の
事
態
の
真
因

は
何
か
、
そ
れ
を
適
切
に
統

治
で
き
な
か
っ
た
要
因
は
何

か
、
が
検
証
さ
れ
、
ガ
バ
ナ

ン
ス
は
強
化
さ
れ
て
き
た
。

今
日
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
枠
組

み
は
、
米
英
で
の
論
議
に
大

き
く
影
響
を
受
け
て
い
る
。

　
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ

ン
ス
に
対
す
る
伝
統
的
な
議

論
と
し
て
は
、
会
社
の
所
有

者
で
あ
る
株
主
や
他
の
利
害

関
係
者
に
対
し
て
、
企
業
の

健
全
な
運
営
を
担
保
す
る
た

め
に
、
ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ

ム
が
適
切
で
あ
る
か
が
論
点

と
な
っ
た
。

　
１
９
６
０
年
代
の
米
国
で

の
議
論
は
、
株
式
会
社
は
所

有
と
経
営
が
分
離
し
、
所
有

者
で
あ
る
株
主
は
、
そ
の
数

が
分
散
さ
れ
て
い
る
と
同
時

に
、
企
業
運
営
に
直
接
関
わ

っ
て
お
ら
ず
情
報
か
ら
も
分

断
さ
れ
て
い
る
（
情
報
の
非

対
称
性
）
た
め
、
経
営
陣
に

依
存
し
た
形
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
実
情
か

ら
、
企
業
の
非
倫
理
的
・
非

人
道
的
な
行
為
（
企
業
不
祥

事
）
を
抑
止
す
る
た
め
の
あ

る
べ
き
シ
ス
テ
ム
が
課
題
と

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
企
業
不

祥
事
が
発
生
す
る
た
び
に
、

企
業
と
社
会
の
問
題
や
企
業

と
投
資
家
の
問
題
が
議
論
さ

れ
、
企
業
倫
理
問
題
（
不
祥

事
の
防
止
）
や
企
業
効
率
問

題
（
企
業
価
値
・
業
績
の
向

上
）
へ
の
対
策
が
な
さ
れ
て

き
た
経
緯
に
あ
る
。

３
．
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス

と
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
関
係

に
つ
い
て

　
英
国
で
は
、
80
年
代
に
相

次
い
だ
企
業
の
破
綻
や
財
務

報
告
の
不
透
明
性
へ
の
批
判

に
対
応
す
る
た
め
、
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
内

部
統
制
（
注
１
）
（In

ter

n
al con

trol

）
の
枠
組
み

が
議
論
さ
れ
、
92
年
に
「
キ

ャ
ド
バ
リ
ー
委
員
会
（
注

２
）
報
告
（
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
財
務
的
側

面
）
」
が
公
表
さ
れ
、
そ
の

後
、
複
数
の
報
告
書
が
公
表

さ
れ
た
。
そ
れ
ら
を
統
合
す

る
も
の
と
し
て
、
「
統
合
規

範
（T

h
e C
o
m
b
in
e
d 

C
ode

）
」
が
98
年
に
作
成

さ
れ
、
翌
99
年
に
は
、
統
合

規
範
を
補
足
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
と
し
て
、
「
内
部
統
制

―
統
合
規
範
に
関
す
る
取
締

役
の
た
め
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
通
称
『
タ
ー
ン
ブ
ル
・
ガ

イ
ダ
ン
ス
』
）
」
が
公
表
さ

れ
て
い
る
。

　
こ
の
ガ
イ
ダ
ン

ス
で
は
、
内
部
統

制
お
よ
び
リ
ス
ク

管
理
を
企
業
目
標

の
達
成
を
支
援
す

る
も
の
と
し
て
位

置
付
け
、
企
業
が

リ
ス
ク
ベ
ー
ス
で

効
果
的
な
内
部
統

制
シ
ス
テ
ム
を
採

用
す
る
こ
と
を
強

調
し
、
そ
の
内
部

統
制
の
効
果
の
レ

ビ
ュ
ー
や
開
示
を

求
め
て
い
る
。

　
米
国
で
は
、
80
年
代
後
半

に
数
多
く
の
Ｓ
＆
Ｌ
（
注

３
）
が
破
綻
す
る
と
い
う
問

題
が
起
こ
っ
た
。
こ
れ
に
対

応
す
る
た
め
、
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ

（
注
４
）
が
内
部
統
制
に
関

す
る
総
合
的
な
研
究
を
実
施

し
「
内
部
統
制
―
統
合
的
枠

組
み
」
を
92
年
に
公
表
し

た
。
こ
の
枠
組
み
は
、
企
業

が
制
定
し
て
い
る
規
程
・
規

則
・
各
種
ル
ー
ル
を
順
守
し

て
統
制
の
と
れ
た
組
織
活
動

を
営
む
た
め
の
も
の
で
あ

る
。

　
そ
の
後
、
米
国
で
は
エ
ン

ロ
ン
、
ワ
ー
ル
ド
コ
ム
な
ど

の
不
正
会
計
事
件
が
発
生

し
、
こ
れ
に
対
処
す
る
目
的

で
２
０
０
２
年
に
企
業
改
革

法
（
サ
ー
ベ
ン
ス
・
オ
ク
ス

リ
ー
法
：
Ｕ
Ｓ
　
Ｓ
Ｏ
Ｘ

法
）
が
成
立
し
た
。
さ
ら

に
、
同
法
の
実
施
基
準
と
し

て
04
年
に
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
が
「
全

社
的
リ
ス
ク
管
理
の
統
合
的

枠
組
み
」
を
公

表
し
た
。
こ
の

枠
組
み
は
、
リ

ス
ク
管
理
プ
ロ

セ
ス
と
内
部
統

制
モ
デ
ル
を
有

機
的
に
組
み
合

わ
せ
た
統
合
モ

デ
ル
で
あ
る
。

こ
の
体
系
は
、

図
表
１
の
よ
う

に
図
示
さ
れ
、

通
称
「
Ｃ
Ｏ
Ｓ

Ｏ
キ
ュ
ー
ビ
ッ

ク
」
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
体
系
で

は
、
グ
ル
ー
プ

経
営
を
担
う
持

ち
株
会
社
の
各
執
行
部
門
や

そ
の
傘
下
の
子
会
社
の
各
機

能
が
有
機
的
に
連
環
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
グ
ル
ー
プ
の

中
・
長
期
戦
略
に
基
づ
き
、

「
内
部
環
境
」
か
ら
「
監

視
」
ま
で
の
各
機
能
（
含
む

リ
ス
ク
評
価
、
リ
ス
ク
対

応
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
活
動
、

監
視
）
を
効
か
し
て
事
業
を

運
営
す
る
。
ま
た
、
グ
ル
ー

プ
の
各
部
門
、
子
会
社
か
ら

の
リ
ス
ク
と
そ
の
管
理
情
報

が
確
認
さ
れ
、
協
議
の
上
、

課
題
解
決
を
促
す
た
め
、

「
情
報
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
機
能
」
と
「
監
視
機

能
」
を
働
か
せ
る
枠
組
み
と

な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
米
英
の
枠
組
み
で

は
、
取
締
役
会
の
責
任
と
し

て
、
企
業
自
ら
が
適
切
に
リ

ス
ク
管
理
を
行
い
、
健
全
な

内
部
統
制
を
維
持
す
る
こ

と
、
そ
し
て
、
リ
ス
ク
と
統

制
に
関
す
る
取
締
役
会
の
方

針
を
受
け
て
具
体
的
な
導
入

責
任
は
、
経
営
が
持
つ
と
し

て
い
る
。

　
日
本
で
も
、
03
年
に
経
済

産
業
省
が
、
「
リ
ス
ク
新
時

代
の
内
部
統
制
―
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
と
一
体
と
な
っ

て
機
能
す
る
内
部
統
制
の
指

針
―
」
を
ま
と
め
て
い
る

が
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
、
縦
、
横
の
糸

の
よ
う
な
関
係
で
一
体
的
な

枠
組
み
と
し
て
機
能
さ
せ
る

こ
と
を
要
請
し
て
お
り
、
米

英
の
枠
組
み
が
反
映
さ
れ
て

い
る
。

４
．
ガ
バ
ナ
ン
ス

と
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
連
結

環
：
リ
ス
ク
ア
ペ

タ
イ
ト

　
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
Ｅ
Ｒ
Ｍ
を

明
示
的
に
つ
な
ぐ
も
の
と
し

て
、
「
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ

ト
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
文

字
通
り
「
企
業
が
リ
ス
ク
を

取
ろ
う
と
す
る
意
欲
」
の
こ

と
で
あ
る
。
能
動
的
な
リ
ス

ク
テ
イ
ク
は
、
リ
タ
ー
ン
の

源
泉
の
獲
得
を
意
味
し
、
経

営
目
標
の
達
成
と
戦
略
遂
行

に
直
結
す
る
。
し
か
し
、
リ

ス
ク
の
発
現
は
資
本
の
毀
損

（
き
そ
ん
）
を
招
く
。
仮

に
、
２
０
０
年
に
１
度
程
度

の
割
合
で
発
生
す
る
予
想
最

大
損
失
に
対
し
て
も
十
分
耐

え
得
る
水
準
の
資
本
を
確
保

し
て
お
こ
う
と
す
る
場
合
、

リ
ス
ク
を
そ
の
範
囲
に
収
め

る
よ
う
財
務
健
全
性
を
管
理

す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ

う
に
収
益
機
会
と
損
失
機
会

を
い
か
に
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
る

か
と
い
っ
た
経
営
方
針
を
明

ら
か
に
し
た
文
書
が
「
リ
ス

ク
ア
ペ
タ
イ
ト
・
ス
テ
ー
ト

メ
ン
ト
」
で
あ
る
。
い
わ

ば
、
企
業
が
将
来
、
ど
の
よ

う
な
リ
ス
ク
を
ど
の
程
度
取

り
、
健
全
性
を
確
保
し
つ

つ
、
収
益
性
を
追
求
す
る
か

と
い
っ
た
基
本
方
針
を
明
示

す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め

の
活
動
や
進
捗
（
し
ん
ち
ょ

く
）
状
況
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
、
例
え
ば
、
リ
ス
ク
リ
ミ

ッ
ト
の
設
定
や
リ
ス
ク
対
比

の
リ
タ
ー
ン
率
（R

etu
rn 

on R
isk

：
Ｒ
ｏ
Ｒ
）
を
設

定
し
管
理
す
る
こ
と
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
枠
組
み
の
こ
と

を
「
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
・

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
と
呼
ぶ

（
図
表
２
）
。

　
保
険
契
約
者
の
危
険
を
積

極
的
に
取
り
、
そ
れ
を
プ
ー

ル
で
管
理
し
、
収
益
を
確
保

す
る
こ
と
を
業
と
す
る
保
険

会
社
に
あ
っ
て
は
、
本
フ
レ

ー
ム
ワ
ー
ク
を
有
効
に
機
能

さ
せ
る
こ
と
が
極
め
て
重
要

で
あ
る
。

　
な
お
、
こ
の
リ
ス
ク
ア
ペ

タ
イ
ト
の
概
念
は
、
前
述
の

タ
ー
ン
ブ
ル
・
ガ
イ
ダ
ン
ス

に
出
て
お
り
、
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
の

「
全
社
的
リ
ス
ク
管
理
の
統

合
的
枠
組
み
」
の
中
で
リ
ス

ク
ア
ペ
タ
イ
ト
と
い
う
用
語

が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

５
．
保
険
グ
ル
ー

プ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

　
日
本
の
保
険
グ
ル
ー
プ

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
活

発
化
さ
せ
た
結
果
、
多
国
籍

の
事
業
体
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
保
険
取
引
は
、
保
険
契

約
者
と
保
険
会
社
と
の
間
で

の
直
接
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ

連
載　

保
険
Ｅ
Ｒ
Ｍ
基
礎
講
座　
《
第
３
回
》

保
険
Ｅ
Ｒ
Ｍ
と
温
故
知
新
③

有
限
責
任
監
査
法
人
ト
ー
マ
ツ
　
　

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
　

後
藤
　
茂
之

（
５
面
へ
つ
づ
く
）

図表１　COSO ERMフレームワーク

（出典：COSO Enterprise Risk Management Framework, 2004, P.41 より執筆者作成）

内部環境
目的設定
事業の特定
リスク評価
リスク対応

監視

コントロール活動
情報とコミュニケーション

部
課

事
業
本
部

事
業
単
位

子
会
社

図表２　リスクアペタイト・フレームワーク
RAS*
＝リターンの源泉としてのリスクの
取り方の基本方針

＝ステークホルダー間の利害調整

組織の各階層への
RAF* の浸透

業務品質に加え、
リスクに対する適
切な対処を重視

＝リスク文化
（リスク文化の浸
透とコンダクトリ
スクのモニタリン
グは、経営の責任）

業務執行 *RAS：Risk Appetite 
Statement

*RAF：Risk Appetite 
Framework

ガバナンス

RAF*

（RAF に基づく業務執行）

【
後
藤
茂
之
氏
プ
ロ
フ
ィ

ル
】

　
大
手
損
害
保
険
会
社
お

よ
び
保
険
持
ち
株
会
社
に

て
、
企
画
部
長
、
リ
ス
ク

管
理
部
長
を
歴
任
。
日
米

保
険
交
渉
、
合
併
・
経
営

統
合
に
伴
う
経
営
管
理
体

制
の
構
築
、
海
外
Ｍ
＆

Ａ
、
保
険
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
構

築
、
グ
ル
ー
プ
内
部
モ
デ

ル
の
高
度
化
、
リ
ス
ク
ア

ペ
タ
イ
ト
・
フ
レ
ー
ム
ワ

ー
ク
、
Ｏ
Ｒ
Ｓ
Ａ
プ
ロ
セ

ス
整
備
に
従
事
。
Ｉ
Ａ
Ｉ

Ｓ
、
Ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｖ
ａ
　
Ａ

ｓ
ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
、
Ｅ
Ａ
Ｉ
Ｃ
な
ど
の
Ｅ

Ｒ
Ｍ
関
連
パ
ネ
ル
に
参

加
。
現
職
に
て
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ

高
度
化
関
連
コ
ン
サ
ル
に

従
事
。

　
大
阪
大
学
経
済
学
部
卒

業
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
ビ

ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
日
本
経

済
経
営
研
究
所
・
客
員
研

究
員
、
中
央
大
学
大
学
院

総
合
政
策
研
究
科
博
士
課

程
修
了
。
博
士
（
総
合
政

策
）
。
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ー
取
引
で
あ
る
た
め
、
各
国

の
保
険
市
場
単
位
で
規
制
と

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
が

発
展
し
た
。
保
険
会
社
が
グ

ロ
ー
バ
ル
展
開
を
図
る
場

合
、
市
場
ご
と
に
固
有
性
の

あ
る
規
制
と
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

を
踏
ま
え
た
商
品
を
設
計

し
、
販
売
網
を
構
築
す
る
、

い
わ
ゆ
る
マ
ル
チ
・
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
な
戦
略
を
採
っ
て

い
る
。

　
多
く
の
海
外
現
地
法
人
や

支
社
を
傘
下
に
持
つ
グ
ル
ー

プ
持
ち
株
会
社
や
事
業
本
社

の
場
合
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て

統
括
機
能
を
果
た
し
、
か
つ

各
国
の
グ
ル
ー
プ
会
社
の
固

有
性
も
尊
重
す
る
、
グ
ル
ー

プ
経
営
の
整
合
性
と
柔
軟
性

を
い
か
に
確
保
す
る
か
が
重

要
な
問
題
と
な
る
。
こ
れ

が
、
グ
ル
ー
プ
・
コ
ー
ポ
レ

ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
で
あ

る
。
一
般
に
、
戦
略
と
指

示
、
監
視
、
日
々
の
事
業
執

行
、
独
立
し
た
統
制
（
リ
ス

ク
管
理
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
、
内
部
監
査
、
保
険
数

理
）
と
い
っ
た
保
険
会
社
に

と
っ
て
の
主
要
な
役
割
を
機

能
さ
せ
、
適
切
に
分
担
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
機
能

の
中
心
を
ど
こ
に
置
く
の
か

に
よ
っ
て
、
理
念
的
に
は
、

集
中
型
と
分
散
型
に
分
け
ら

れ
る
。
前
者
の
利
点
は
、
グ

ル
ー
プ
の
共
通
化
・
整
合
性

の
強
化
に
寄
与
す
る
こ
と
で

あ
り
、
後
者
の
利
点
は
、
明

確
な
責
任
お
よ
び
説
明
責
任

と
、
市
場
の
変
化
へ
の
迅
速

な
対
応
に
寄
与
す
る
こ
と
で

あ
る
。
現
実
に
は
、
両
類
型

の
混
合
型
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
の
類
型
の
利
点
は
他
の

類
型
の
留
意
点
に
な
る
と
い

っ
た
関
係
に
あ
る
た
め
、
グ

ル
ー
プ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
も
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
プ

ロ
セ
ス
で
検
証
さ
れ
て
い

る
。

（
つ
づ
く
）

◇

　（
注
１
）
組
織
の
内
部
に

お
い
て
適
用
さ
れ
る
ル
ー
ル

や
業
務
プ
ロ
セ
ス
を
整
備
し

た
結
果
、
確
立
さ
れ
た
シ
ス

テ
ム
を
い
う
。

　（
注
２
）
１
９
９
１
年

に
、
財
務
報
告
評
議
会
、
ロ

ン
ド
ン
証
券
取
引
所
、
職
業

会
計
士
団
体
に
よ
っ
て
、
エ

イ
ド
リ
ア
ン
・
キ
ャ
ド
バ
リ

ー
卿
を
委
員
長
と
し
て
設
立

さ
れ
た
委
員
会
。

　（
注
３
）
セ
ー
ビ
ン
グ
ス

・
ア
ン
ド
・
ロ
ー
ン
（
Ｓ
＆

Ｌ
）
と
は
、
貯
蓄
貸
付
組
合

と
訳
さ
れ
る
が
、
米
国
に
お

け
る
一
般
市
民
を
対
象
に
し

た
小
口
の
融
資
機
関
の
こ
と

で
あ
り
、
80
年
代
後
半
に
多

く
が
破
綻
し
た
。

　（
注
４
）
国
際
経
営
管
理

会
計
協
会
や
米
国
公
認
会
計

士
協
会
が
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な

り
設
立
し
た
業
界
団
体
で
あ

る
ト
レ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
委
員
会

支
援
組
織
委
員
会
（C

om

m
itte
e o
f S
p
o
n
so
ri

n
g O
rg
an
izatio

n o
f 

T
re
ad
w
ay C

o
m
m
is

sion

）
の
略
。

　（
文
中
の
意
見
に
当
た
る

部
分
は
執
筆
者
個
人
の
も
の

で
あ
り
、
所
属
す
る
組
織
の

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　
◆
こ
の
連
載
は
隔
週
木
曜

日
に
掲
載
し
ま
す
。

（
４
面
か
ら
つ
づ
く
）


